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日本が強豪国になるためにはというテーマから

これまでのラグビーの起源・歴史というものを見て

いき、世界と日本とのラグビーの環境、人気、競

技人口などを比較し、そこから日本に必要なこと

やるべきことを考えていきます。 

 

第一章  ラグビーの歴史 

第一章では、ラグビーの起源。ラグビーの始ま

りである、エリス少年がフットボールの試合中にボ

ールを持って走ったことでラグビーが生まれた説

から、日本のラグビーの起源から現役時代は世

界選抜にも選ばれた世界的有名選手の吉田義

人話や、日本ラグビー界で最も長い監督暦であ

る元明治北島忠治監督の話などおおまかに日本

ラグビーのこれまでを話してラグビーのルールを

分かりやすく話していこうと思います。 

また、今年から日本でも行われることになった

実験的競技規則＝ELV についての１3 項目の説

明をしてから実際にこの実験的競技規則＝ELV

が試合に与える影響のことから、この実験的競技

規則＝ELV を行うことによっての理想としていたこ

ととは異なる、今起こっている試合での現状をこの

第一章では話していこうと思います。 

 

第二章   日本の戦力・戦略・選手分析 

第二章では日本のラグビーのこれまでの成果

や現在の状況をふまえた日本ラグビーの事情や

日本代表の中心選手、と身体の小さい日本代表

が世界で戦うために現在行っている戦略、そして

これから代表の試合も実験的競技規則が世界の

舞台で行われていくが、日本が世界で戦うために

重要なエリアやセットプレーといった戦略・戦術の

ことを話します。 

 

第三章  世界で戦っていくために 

第三章では、日本が世界で戦っていくにあたり、

重要とさせるウィークポイントをコンタクトのことに

ついて、８０分間戦うためのコンタクトフィットネスが

必要である。大きな外国人選手をディフェンスで

とめるためには、２人、３人とどうしても人数が必要

になってしまうため、一人一人の運動量が必然的

に増えてしまう。なので、このコンタクトフィトネスが

絶対的に日本代表には必要ということ。またこれ

らの改善策についてあげていきます第三章を進

めていく。 

 

第四章  日本のラグビーが強豪国になるために

は 

第四章では、日本ラグビーが強豪国になるた

めに必要なことを海外のラグビー人気や環境との

比較を行う。日本はニュウジーランドやオーストラ

リアに比べてラグビー人気はとても低い、それは

街中や普段の生活を見ていても明らかであり。海

外のラグビー人気は生活の一部になっているほ

ど強烈な人気である。このことから人気の違い日

本には何が足りないのか何が必要なのか、日本

の問題をあげていき強豪国になるために日本のラ

グビー人気というものが必要不可欠ということを中

心に考えた。どうすれば日本でラグビーの認知度

が上がるか、人気というものが上がるかを考え。人

気獲得のために日本ラグビー協会をはじめ、トッ

プリーグに必要とされる。ファンがより満足させら



れるかのファンサービス、青少年をはじめとする選

手たちが安心してラグビーができる環境、日本ラ

グビーというものをもと知ってもらうためのメディア

と使い方などについて、人気というテーマを中心

とした話の流れになっている。 

 

第五章 結論 

第五章ではこれまで話してきた日本が強豪国

になるためには、実力も必要であるが、私が最も

重要視したのは日本のラグビー人気である。日本

代表が強くなるために良い選手が必要である。良

い選手を増やすためには競技人口を増やさなく

てはならない、そのためには日本のラグビーという

ものに人気がないといけないと思ったからである。

この人気を獲得するために日本ラグビー界のトッ

プをはじめとする。様々なラグビー関係者が行う

べきことをあげていく。日本のラグビーはもっとメデ

ィアを使ってラグビーというものを広めることが少な

く、また地上波の放送はほとんどあっていな。この

ようなことから、日本のラグビーに必要なことやる

べきことをあげ、結論を述べていこうと思う。 

 

 

 

 

 

 


